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上側丁番本体
ガラス扉加工図

下側丁番本体
ガラス扉加工図
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天板ガラス受と併
用する場合、P.3の
図にしたがってくだ
さい。

この表示を無視、あるいは注意事項を守らないでご使用した場合、故障の原因や事故により、けが
をしたり組み立てられないことがあります。

この度はガラス丁番XL-GC04、天板ガラス受XL-GC05( 以下「本品といいます。」)をお買い上げいただき誠にありが
とうございます。本品を正しくご使用いただくため、はじめにこの説明書 (以下本書といいます。)を良くお読みの上、
本文の説明に従ってお間違いの無いよう取付作業を行ってください。取り付ける際は周りに危険な物が無いことを確認
し、けがの無いように十分気をつけて作業してください。
本品の取り付けが終わりましたら、本書をユーザー様にお渡しいただき、いつでも取り出せるようにしてください。

ガラス丁番 XL-GC04   取付説明書

注意

天板ガラス受 XL-GC05   取付説明書

 ガラス丁番 XL-GC04 取付説明
■取り付け前の確認
・本品にはストッパー機能がありません。別途ストッパーを取り付けてくだ
さい。

・ガラス扉の質量に耐えられる仕様の地板および天板にご使用してください。
■左右仕様 (開き方 )

吊元 吊元ガラス扉

左開き仕様 右開き仕様

■木枠姿図（取付完成図）
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ガラス扉

1
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…パッキン　2枚

…ガラス固定ねじ
（先端パッキン付） 6個

…調整ねじ(ばね座金+平座金組込み
　十字穴付バインド小ねじ　
M4×10…2本)

…指挟み注意シール　2枚

…丁番本体A(裏面に“A”の刻印)
(右開き仕様時：上側
左開き仕様時：下側)
1個

…丁番本体B(裏面に“B”の刻印)
(右開き仕様時：下側
左開き仕様時：上側)
1個

…受座　2個
（付属ねじ：十字穴付皿木ねじ
4.1×20　4本）

…受座コマ　2個
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■部品構成

■ガラス扉加工図

右開き仕様の場合
※左開き仕様は、右開き仕様 (下図 ) の左右対称
となります。ただし、丁番本体A①と丁番本体
B②は上下反対になります。

ガラス固定ねじ⑥が丁番本体①②にセットされていることをご確
認ください。
仮組みの丁番本体①②から上図のように調整ねじ⑦を外し、受座
③と受座コマ④を取り外してください。

・ガラス扉１枚のサイズは W500 ×
H1200 以内、質量はハンドル等の付属
品も含めて12 kg以内としてください。

・適応ガラス厚は5、6、8 mmです。
・ガラス加工のご不明な点は、ガラス加工業
者様にお問い合わせください。

注意

1 丁番本体の確認 
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・ガラス固定ねじ⑥の先端にクッションが付いている
ことを確認してください。

・ガラス扉のキャビネット外側面に、パッキン⑤をガ
ラス切り欠きに沿って密着させてください。

・ガラス固定ねじ⑥が見える方をキャビネット内側に
向けて丁番本体①②をガラス扉にセットしてくださ
い。このとき、ガラスと丁番の端面を揃えるように
セットしてください。

・固定ねじを締めてください。

1  で取りはずした受座コマ④を 3  で取り付けた受座
③にねじ込み、上右図の高さになるようにセットして
ください。
このとき、受座コマ④は側面のねじ穴が左右方向にな
るようにしてください。

受座③をキャビネット側板にあてた状態で天板と地板
に付け、付属ねじまたは地板の仕様に見合った皿木
ねじ4.1 で取り付けてください。天板ガラス受XL-
GC05をご使用の場合は、地板のみ受座を取り付け
てください。

ガラス扉の上下に取り付けた丁番本体①②の溝が、受
座コマ④の奥に入るまで差し込んでください。
ガラス扉が入らない、またはキャビネットとの収まり
が悪いときは、一度ガラス扉を抜いて、受座コマを回
して調整してください。位置を決めたら、調整ねじ⑦
を締めて固定します。受座コマ④にねじ穴があるので、
そこにセットしてください。（扉を閉じた状態から見
て左右2 mm調整可能）

最後に指挟み注意シール⑧を表紙の木枠姿図のように
貼ってください。

2  丁番本体の取り付け       

3  受座の取り付け　　　　　　　　　　　　　　  4  受座コマの取り付け

5  扉の取り付け（天板ガラス受XL-GC05をご使用の場合は、P.3へ）

ガラス扉
キャビネット内側

ガラス扉
キャビネット外側

1

5
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以
上キャビネット外側

地板及び天板
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キャビネット側板
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ねじ穴
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ガラス扉
キャビネット内側
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側板
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ガラス扉の上図斜線部は、
両面ともアルコール等で
脱脂を行ない、ゴミやほ
こりを除去してください。

ガラス扉が丁番本体①②からずれた場合は、一度固定
ねじ⑥を緩め、ガラス扉を元の位置にセットし直して
から、固定ねじ⑥を推奨締め付けトルクで締め直して
ください (推奨トルクは、 　注意参照 )。
ガラス扉が垂れた場合は、扉の位置を調整し調整ねじ
⑦を増し締めしてください。

6  お手入れ方法  

2

締め付けトルクは118± 20N・cm
(12± 2kgf・cm) を推奨します。強く締め過ぎる
とガラスが割れるおそれがあります。

注意
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9天板ガラス受
ガラス天板加工図

9天板ガラス受　　使用時
丁番本体ガラス扉加工図

下側丁番本体のガラス加工は
P.1を参照ください。

側板内面より14

・ガラス天板は、厚さ8 mm専用です。
・ガラス側板とガラス天板の固定はしっかりと接
着してください。UV接着を推奨します。

本図は右吊元を示します。ガラス側板やガラス背板の
固定方法については、業者にお問い合わせください。

先にパッキン⑩をガラス天板の上下両側に密着させて
から、天板ガラス受本体⑨を差し込んでください。

 天板ガラス受 XL-GC05 取付説明

注意

・ガラス扉１枚のサイズは W500 × H1200
以内、質量はハンドル等の付属品も含めて
12 kg以内としてください。

・天板ガラスは 8 mm 厚のものをお使いくだ
さい。

・ガラス加工のご不明な点は、ガラス加工業者様
にお問い合わせください。

注意

　  部品構成

 ガラス枠姿図（取付完成図）

7  天板ガラス受本体の取り付け       

 ガラス加工図 

  3(チリ寸法) 4(チリ寸法)

ガラス扉ガ
ラ
ス

天
板

注意シール
指挟み

開戸丁番
右上用丁番

8m
m

8

9
XL-GC04

1

3(チリ寸法)

3(チリ寸法)

8ガラス天板

接着面
ガラス側板

9 …天板ガラス受本体　1個
本図は右開き仕様です。
左開き仕様は軸位置が左
右対称になります。

…パッキン　2枚 …固定ねじ　2個10 11

右開き仕様 (XL-GC05-R-CR使用 ) の場合
( 左開き仕様は下図の左右対称となります。)

ガラス扉の上図斜線部
は、両面ともアルコー
ル等で脱脂を行ない、
ゴミやほこりを除去し
てください。

ガラス天板

パッキン

パッキン 10

10

9
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8  天板ガラス受の固定       

ガラス扉の上下に取り付けた丁番本体①②の溝が、受
座コマ④の奥に入るまで差し込んでください。ガラス
扉が入らない、またはキャビネットとの収まりが悪い
ときは、一度ガラス扉を抜いて、受座コマの高さを調
整してください。位置が決まりましたら、調整ねじ⑦
を締めて固定します。受座コマ④にねじ穴があるので、
そこにセットしてください。（扉を閉じた状態から見
て左右2 mm調整可能）

最後に指挟み注意シール⑧（開戸丁番XL-GC04 に
同梱）をP.3のガラス枠姿図のように貼ってください。

天板ガラス受⑨にセットしてある固定ねじ⑪をねじ回
し（すりわり付きねじ用 )で締めてください。

10  扉の取り付け       

2020.04　0283-5

※ISO9001: 物流WESTを除く、国内拠点　※ISO14001: 千葉工場および物流センター (SBC)
ISO 9001(JSAQ384)・ISO 14001(JSAE597) 審査登録
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9  受座コマ(上)の取り付け       

94
16

ねじ穴

1で取り外した受座コマ④を 8で取り付けた天板ガ
ラス受本体のねじ軸にねじ込み、左図の高さになる
ようにセットしてください。
このとき、受座コマ④は側面のねじ穴が左右方向にな
るようにしてください。

天板ガラス受本体⑨が天板ガラスからずれた場合は、一度固定ねじ⑪を緩めて、位置を直してから推奨締め付けトル
クで締めてください (推奨トルクは 8注意参照 )。ガラス扉に垂れが生じた場合は、扉の位置を調整し調整ねじ⑦を
増し締めしてください。

11  お手入れ方法  

A部詳細図

締め付けトルクは118± 20N・cm
(12± 2kgf・cm) を推奨します。強く締め過ぎる
とガラスが割れるおそれがあります。

注意


